
別紙１

計算書類に対する注記（社会福祉法人　ことぶき友愛会）

１．継続事業の前提に関する注記

該当なし

２．重要な会計方針

（１）棚卸資産の評価基準及び評価方法

　　　　①貯蔵品－最終仕入原価法による原価法

　（２）固定資産の減価償却の方法

　　　　①建物・建物付属設備・構築物・車両運搬具・器具及び備品・ソフトウェア－定額法

　　　　②リース資産

　　　　　所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

　　　　　　リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法によっている。

　（３）引当金の計上基準

　　　　①徴収不能引当金－債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の

　　　　　　　　　　　　　債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上している。

　　　　②賞与引当金　　－賞与支給に備えるため、支給見込み額のうち当年度に帰属する額を計上している。

　　　　③退職給付引当金－退職給与規定に基づき、期末要支給額を計上している。

３．重要な会計方針の変更

該当なし

４．法人で採用する退職給付制度

当法人は、「一般財団法人　大阪民間社会福祉事業従事者共済会」による退職給付制度に加入している。

５．法人が作成する計算書類と拠点区分、サービス区分

当法人の作成する計算書類は以下のとおりになっている。

　（１）法人全体の計算書類（会計基準省令第１号第１様式、第２号第１様式、第３号第１様式）

　（２）事業区分別内訳表（会計基準省令第１号第２様式、第２号第２様式、第３号第２様式）

　　　　　当法人では、社会福祉事業のみのため作成していない。

　（３）社会福祉事業における拠点区分別内訳表（会計基準省令第１号第３様式、第２号第３様式、第３号第３様式）

　（４）公益事業における拠点区分別内訳表（会計基準省令第１号第３様式、第２号第３様式、第３号第３様式）

　　　　　当法人では、社会福祉事業と一体化に実施されているのため作成していない。

　（５）収益事業における拠点区分別内訳表（会計基準省令第１号第３様式、第２号第３様式、第３号第３様式）

　　　　　当法人では、収益事業を実施していないため作成していない。

　（６）各拠点区分におけるサービス区分の内容

　　ア　百楽荘（社会福祉事業）

　　「法人本部」

　　「居宅介護支援事業　百楽荘」

　　「デイサービス　百楽荘」

　　「特別養護老人ホーム　百楽荘」

　　イ　百楽荘　寺川館（社会福祉事業）

　　「ショートステイ寺川館」

　　「デイサービス　寺川館」

　　「特別養護老人ホーム　寺川館」

　　「居宅介護支援事業者　寺川館」

６．基本財産の増減の内容及び金額

基本財産の増減の内容及び金額は以下のとおりである。

(単位：円)

基本財産の種類 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

土地 277,618,974 277,618,974

建物 821,061,886 24,471,613 796,590,273

定期預金 10,000,000 0 0 10,000,000

合計 1,108,680,860 0 24,471,613 1,084,209,247

７．基本金又は固定資産の売却若しくは処分に係る国庫補助金等特別積立金の取崩し

該当なし

８．担保に供している資産

担保に供されている資産は以下のとおりである。



土地（基本財産） 277,618,974 円

建物（基本財産） 796,590,273 円

計 1,074,209,247 円

担保している債務の種類および金額は以下のとおりである。

設備資金借入金（１年以内返済予定額を含む） 675,040,000 円

計 675,040,000 円

９．固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、以下のとおりである。

(単位：円)  

取得価額 減価償却累計額 当期末残高

建物（基本財産） 939,493,850 142,903,577 796,590,273

建物付属設備 3,412,500 3,412,498 2

構築物 16,235,000 2,266,134 13,968,866

車両運搬具 3,960,375 3,960,374 1

器具及び備品 48,430,692 25,725,170 22,705,522

リース資産 13,445,600 6,343,432 7,102,168

ソフトウェア 399,600 46,620 352,980

合計 1,025,377,617 184,657,805 840,719,812

１０．債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高

（貸借対照表上、間接法により表示しているため本項記載は省略する。）

　該当なし

１１．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

　該当なし

１２．関連当事者との取引の内容

　該当なし

１３．重要な偶発債務

該当なし

１４．重要な後発事象

該当なし

１５．その他社会福祉法人の資金収支及び純資産増減の状況並びに資産、負債及び

　　　純資産の状態を明らかにするために必要な事項

該当なし


